
平成１９年５月号 （ 10 ）広　報　か　み

ま
ち
の
声
・
ま
ち
の
風
景（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
）
募
集

◆
第
一
回
香
美
市
駅
伝
競
走

（
三
月
十
八
日
、
森
林
総
合
セ

ン
タ
ー
周
回
コ
ー
ス
、
五
区
間
・

一
二
㌔
）

〔
結
果
〕

優
勝
＝
香
美
市
消
防
署
Ａ
（
４２

分
４８
秒
）、
二
位
＝
奥
村
塾
市

駅
伝
特
別
対
策
チ
ー
ム
（
４３
分

８
秒
）、
三
位
＝
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！

下
ノ
村
３
０
８
（
４３
分
５８
秒
）

〔
区
間
賞
〕

※
各
区
間
の
距
離
は
、
奇
数
区

間
が
２
・
８
㌔
、
偶
数
区
間
が

１
・
８
㌔
。

一
区
＝
永
田
克
久
（
山
田
高
校
）

　
９
分
３０
秒

二
区
＝
近
藤
武
志
（
山
田
高
校
）

　
６
分
１７
秒

三
区
＝
新
谷
祐
治
（
香
美
市
消

防
署
Ａ
）
９
分
３３
秒

四
区
＝
和
手
久
（
香
美
市
消
防

署
Ａ
）
６
分
３２
秒

五
区
＝
中
村
祐
介
（
奥
村
塾
市

駅
伝
特
別
対
策
チ
ー
ム
）

　
８
分
４７
秒

 

◆
第
四
回
香
北
さ
く
ら
カ
ッ

プ
ペ
タ
ン
ク
大
会
（
四
月
一
日
、

香
美
市
香
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
香
北
ペ
タ
ン
ク
協
会
と
香
北

町
体
育
会
ペ
タ
ン
ク
部
の
主
催

で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
、
県
内

外
か
ら
四
十
三
チ
ー
ム
百
二
十

九
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〔
大
会
結
果
〕

優
勝
＝
ア
ク
ー
ル
（
室
戸
市
）、

準
優
勝
＝
七
福
神
（
香
南
市
）、

第
三
位
＝
吉
野
わ
か
（
宗
石
公
、

前
田
弘
之
、
小
松
隆
蔵
）、
第
三

位
＝
佐
川
か
わ
せ
み
（
佐
川
町
）

◆
利
用
者
の
声

・
貸
出
、
返
却
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
検
索
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
、
ど
ん
な

本
が
あ
る
か
分
か
っ
て
楽
し

い
。
貸
出
中
や
予
約
中
も
分

か
り
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
１
）
か

ら
探
し
て
い
る
本
が
あ
る
か

検
索
し
て
い
ま
す
。

※
１
　
香
美
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
「
公
共
施
設
の
紹
介
」

↓
「
図
書
館
」
↓
「
蔵
書
検
索

ボ
タ
ン
」
で
利
用
で
き
ま
す
。

新
着
本
の
紹
介市

立
図
書
館

〔
大
人
向
け
〕

▽
中
原
の
虹
１
、
２
巻
（
浅
田

次
郎
）
▽
赤
い
指
（
東
野
圭
吾
）

▽
空
白
の
叫
び 

上
・
下
（
貫

井
徳
郎
）
▽
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
た
め
の
言
い
訳
技
術
（
渋

谷
昌
三
）
▽
４０
歳
か
ら
の
心
理

学
（
香
山
リ
カ
）
▽
心
に
ナ
イ

フ
を
し
の
ば
せ
て
（
奥
野
修
司
）

▽
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
沈
黙
（
海

堂
尊
）
▽
人
間
関
係
で
キ
レ
る

と
思
っ
た
ら
読
む
本
（
斉
藤
茂

太
）

〔
子
ど
も
向
け
〕

▽
学
研
の
図
鑑 

魚
（
学
習
研

究
社
編
）
▽
日
本
科
学
未
来
館

（
佐
藤
光
基
、
本
地
桃
子
）
▽

ブ
ナ
の
森
は
宝
の
山
（
平
野
伸

明
、
野
沢
耕
治
）
▽
み
つ
ば
ち

バ
ジ
ー
ち
ゃ
ん
（
山
田
詩
子
）

▽
か
わ
い
く
な
ん
か
な
い
っ
（
ジ

ョ
ナ
サ
ン
・
ア
レ
ン
）
▽
た
ま

ご
に
い
ち
ゃ
ん
ぐ
み
（
あ
き
や

ま
た
だ
し
）

市
立
図
書
館

　何の予備知識もなく読

み始めたこの本が、容易

ならざる内容であること

はすぐにわかった。300

ページにも満たない本な

のにとても一気によむ気

持ちにはならなかった。

（理不尽な暴力で大切な

家族を突然失ってしまう）

現在の社会では、私にも、そしてあなたにも起

こりうる。加害者が少年Ａと呼ばれる年齢な

らば…あまりにも不条理な現実がここにある。

中田さん（土佐山田町）

「心にナイフをしのばせて」（奥野修司　著）

おすすめの

１冊

１
０
０

１
０
０
人

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

導
入
か
ら
２
カ
月

新
規
登
録
者
１
０
０
人
突
破

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

ろ

市
民

ひ

ば
ろ

市
民

ひ

ば

の

ま
ち
の

ま
ち
の

声声

ま
ち
の
声
・
ま
ち
の
風
景（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
）
募
集

山田高校女子陸上部も参加しました



平成１９年５月号（ 11 ） 広　報　か　み

ま
ち
の
声
・
ま
ち
の
風
景（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
）
募
集

ま
ち
の
声
・
ま
ち
の
風
景（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
）
募
集

◆
市
議
会
見
聞
（
３
月
２０
日
記
）

　
議
員
報
酬
増
の
件
は
高
新
に

も
度
々
載
り
ま
し
た
が
、
未
だ

知
ら
な
い
方
も
た
く
さ
ん
お
い

で
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の

件
で
議
会
を
三
度
傍
聴
し
感
じ

ま
し
た
こ
と
は
、
議
員
さ
ん
の

何
と
お
偉
い
こ
と
。
市
長
、
議

員
に
す
れ
ば
値
上
げ
は
合
併
協

定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
審

議
会
の
答
申
を
得
た
う
え
の
こ

と
だ
か
ら
問
題
は
な
い
と
お
考

え
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
合
併

は
ド
タ
バ
タ
劇
で
し
た
。
昨
年

末
、
増
額
は
継
続
審
議
に
と
い

う
陳
情
は
却
下
さ
れ
、
今
回
千

七
百
余
り
の
署
名
に
よ
る
値
上

げ
廃
止
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た

が
、
代
表
の
切
な
る
訴
え
も
多

く
の
議
員
に
は
馬
耳
東
風
。
民

意
と
は
乖
離
し
て
い
な
い
と
強

気
の
一
点
張
り
で
、
廃
止
案
は

わ
ず
か
五
名
の
賛
成
し
か
な
く
、

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
時
の

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
は
裏
腹

に
徒
党
を
組
ん
で
の
豹
変
ぶ
り

で
し
た
。
市
民
か
ら
す
れ
ば
カ

ッ
ト
、
カ
ッ
ト
の
こ
の
ご
時
世

に
四
割
近
い
値
上
げ
と
は
…
。

願
わ
く
ば
市
民
の
意
見
を
抑
え

込
も
う
と
せ
ず
耳
を
傾
け
る
人
、

弱
者
の
立
場
に
立
て
る
方
が
議

員
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
岡
闢
　
帛
）

◆
寝
た
き
り
予
防
　
介
護
予
防

お
よ
び
認
知
症
防
止
健
康
フ
ェ

ス
タ

・
日
時
＝
６
月
１０
日
（
日
）

　
　
　
　
１３
時
〜
１５
時

・
会
場
＝
野
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
２
階
サ
ン
ホ
ー
ル

（
入
場
無
料
）

・
主
催
＝
社
団
法
人
生
命
の
貯

蓄
体
操
普
及
会
、
国
保
中
央
会

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
①
基
調
講
演

　
②
体
験
発
表

　
③
高
齢
者
術
技
披
露

　
生
命
の
貯
蓄
体
操
は
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
体
操
で
す
。
急

速
に
進
む
高
齢
化
の
中
で
生
活

習
慣
病
予
防
や
未
病
「
病
気
の

一
歩
手
前
」
の
う
ち
に
免
疫
力

や
抵
抗
力
、
自
然
治
癒
力
を
高

め
る
日
本
式
気
功
養
生
術
で
す
。

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
精
神

的
ス
ト
レ
ス
を
解
消
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
合
言

葉
で
全
国
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
１

ペ
ー
ジ
に
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
」

の
会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
き
健

康
の
輪
を
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
当
日
は
５
０
０
人
の
参

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
命
の
貯

蓄
体
操
高
知
香
南
支
部
（
辻
）

蕁
５３
│

２
４
６
４

◆
憩
の
場
つ
く
り 

桜
の
植
樹

　
こ
の
春
、
香
美
市
内
四
カ
所

で
行
わ
れ
た
桜
の
植
樹
に
苗
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

①
女
夫
ヶ
池
（
土
佐
山
田
町
楠

目
）
…
親
水
公
園
と
し
て
整
備

が
進
み
、
釣
り
や
散
歩
に
絶
好

の
場
所
。
②
忠
霊
塔
広
場
（
八

王
子
公
園
山
頂
）
…
以
前
は
見

事
だ
っ
た
桜
も
枯
れ
木
が
目
立

ち
は
じ
め
た
た
め
、
遺
族
会
の

手
で
植
え
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
九
百

七
十
余
柱
御
霊
を
慰
め
る
桜
を

見
守
り
た
い
も
の
で
す
。
③
猪

野
々
地
区
（
香
北
町
猪
野
々
）

…
猪
野
々
活
性
化
委
員
会
に
よ

り
轟
の
滝
周
辺
の
桜
街
道
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
吉
井
勇
記
念

館
か
ら
滝
ま
で
自
然
の
美
し
い

空
気
が
味
わ
え
ま
す
。
④
西
熊

光
石
（
物
部
町
）
…
香
美
市
合

併
記
念
事
業
の
締
め
く
く
り
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
植
樹
に
は
、

そ
こ
に
集
ま
る
人
々
の
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
植
え
た

樹
を
育
て
、
花
を
愛
で
る
。
希

望
、
記
念
、
思
い
出
を
あ
と
に

伝
え
る
こ
と
が
共
通
の
願
い
で

し
ょ
う
。
地
域
の
憩
の
場
と
な

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
か

ら
も
人
が
集
ま
る
場
所
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
土
佐
山
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
）

１
０
０
人

ろ

市
民

ひ

ば
ろ

市
民

ひ

ば
ろ

のの

市
民

ひ

ば

ま
ち
の

ま
ち
の

ま
ち
の

ま
ち
の

ま
ち
の

声声声

ま
ち
の
声
・
ま
ち
の
風
景（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
）
募
集

ま
ち
の
声
・
ま
ち
の
風
景（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
）
募
集

ま
ち
の
声
・
ま
ち
の
風
景（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
）
募
集

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
ま
た
は
連
絡
方
法
）
を

必
ず
明
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
実
名
掲
載
で
す
が
、
特
に

誌
上
匿
名
希
望
の
場
合
は
理
由
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ

れ
た
原
稿
等
に
つ
い
て
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
商
取
引
や
営
業
色
の
濃
い
も
の
な
ど
は
、
掲
載
い
た

し
ま
せ
ん
。
な
お
、
誌
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
『
ま
ち
の
声
』
の
字
数
は
４００
字
以
内
（
最
低
字
数
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
）。
趣
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
直
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
『
ま
ち
の
風
景
』
の
大
き
さ
は
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
い
ず
れ

も
ハ
ガ
キ
大
以
内
。

【
投
稿
先
】

　
〒
７８２
│

８
５
０
１

　
香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
１
│

２
│

１

　
企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局

　
FAX
５３
│

５
９
５
８
　

　
メ
ー
ル
　kikaku@

city.kam
i.kochi.jp

か
い
り




